
■
我
が
家
の
エ
コ
白
書
作
成
運

動　【
福
山
市
公
衆
衛
生
推
進
協

議
会
】
渡
辺
政
夫
・
長
岡
孝
治
・

中
澤
加
津
子

　
地
域
ぐ
る
み
で
省
エ
ネ
活
動

を
展
開
し
よ
う
と
、
家
庭
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
調
査
を
実
施
。

坪
生
学
区
の
二
十
六
世
帯
が
約

一
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

調
査
に
参
加
し
て
い
る
。
参
加

者
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

省
エ
ネ
の
た
め
の
情
報
を
掲
載

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
家
庭
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

も
配
布
し
た
。

　
調
査
は
、
来
年
三
月
ま
で
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
間
も
ス

タ
ッ
フ
自
ら
「
有
言
実
行
」
の

精
神
で
、
地
域
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

■
冷
蔵
庫
ア
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　【
福
山
市
公
衆
衛
生
推
進
協

議
会
】
藤
原
勝
彦
・
瀬
尾
敏
治

　
冷
蔵
庫
を
入
り
口
に
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
を
図
ろ
う

と
、
家
庭
に
お
け
る
冷
蔵
庫
使

用
の
実
態
調
査
を
実
施
、
今
津

学
区
、
金
江
学
区
の
約
百
世
帯

か
ら
回
答
が
得
ら
れ
た
。

　
調
査
は
、
設
置
場
所
や
収
納

状
況
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
記
入
の
ほ
か
、
八
月
中
の
十

日
間
で
ド
ア
の
開
閉
回
数
も
調

査
し
た
。
回
答
世
帯
の
七
五
％

が
一
〜
四
人
も
か
か
わ
ら
ず
、

半
数
が
冷
蔵
庫
を
二
台
以
上
所

有
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
使
用
し

な
い
飲
料
や
ビ
ン
類
の
物
置
き

代
わ
り
に
利
用
さ
れ
て
い
る
家

庭
が
多
々
あ
る
と
い
う
実
態
も

わ
か
り
、
今
後
も
、
冷
蔵
庫
を

テ
ー
マ
に
省
エ
ネ
普
及
活
動
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
き

な
課
題
に
な
り
そ
う
だ
。

■
エ
コ
の
花
嫁 

沼 

カ
ル
タ
お

披
露
目
会

　【
脱
温
暖
化
ぬ
ま
く
ま
フ
ォ

ー
ラ
ム
】
渡
邉
み
づ
ほ
・
村
田

紀
美
子
・
小
林
ゆ
う
子

　
楽
し
み
な
が
ら
環
境
問
題
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

エ
コ
カ
ル
タ
を
製
作
し
、
地
元

の
保
育
園
や
小
学
校
で
カ
ル
タ

遊
び
を
通
じ
た
学
習
会
を
実
施
。

 

絵
は
全
て
自
分

た
ち
で
書
き
上
げ
、

読
み
札
の
考
案
に

は
児
童
も
加
わ
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

エ
コ
カ
ル
タ
。
す

で
に
、
他
の
団
体

か
ら
も
貸
出
の
申

し
込
み
が
あ
り
、

ぬ
ま
く
ま
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
今
後
も
各

地
で
大
活
躍
し
そ

う
だ
。

■
省
エ
ネ
運
転
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
in
引
野

　【
福
山
市
公
衆
衛
生
推
進
協

議
会
】
近
藤
博
・
石
原
孝
人

　
省
エ
ネ
運
転
を
普
及
さ
せ
て

い
こ
う
と
、
信
号
待
ち
の
車
両

に
向
け
て
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

場
所
は
、
国
道
の
車
両
の
多
い

引
野
交
差
点
で
、
手
作
り
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
、

定
位
置
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び

か
け
た
。
道
路
沿
い
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
県
内
で
も
先
進
的

な
事
例
で
あ
り
、
今
後
の
拡
充

に
期
待
し
た
い
。

　
ま
た
、
活

動
に
は
、
地

元
の
学
校
長

や
児
童
も
参

加
し
、
学
校

と
の
良
い
つ

な
が
り
が
で

き
た
こ
と
が
、

何
よ
り
の
成

果
だ
。

■
ス
ト
ッ
プ
ザ
Ｃ
O2
ス
タ
ー
ト

77
〜
神
辺
発 

地
球
の
熱
を
下

げ
よ
う
よ
!!
〜
　

　【
福
山
市
公
衆
衛
生
推
進
協

議
会
】
喜
田
良
夫
・
園
尾
俊
昭

　
神
辺
ブ
ロ
ッ
ク
の
七
学
区
の

公
衆
衛
生
推
進
委
員
の
意
識
の

向
上
を
図
り
、
各
学
区
で
脱
温

暖
化
の
啓
発
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
、
脱

温
暖
化
学
習
会
を
開
催
。

　
学
習
会
で
は
、
講
演
の
ほ
か
、

パ
ネ
ル
や
実
験
器

を
使
っ
て
の
脱
温

暖
化
の
説
明
に
よ

り
、
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
委
員
の
意
識
統

一
が
図
れ
た
こ
と

が
大
き
な
成
果
で

あ
る
。
ま
た
、
町

内
の
エ
コ
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
紹
介
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ

デ
オ
も
好
評
で
、

身
近
な
取
り
組
み

の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な

が
っ
た
。

■
Ｃ
O2
削
減
を
め
ざ
し
て
「
花

と
緑
の
地
域
づ
く
り
」

　【
尾
道
市
公
衆
衛
生
推
進
協

議
会
】
高
垣
正
仁
・
渡
辺
弘
之

助　
植
物
を
育
て
る
こ
と
で
、
憩

い
の
空
間
を
創
る
だ
け
で
な
く
、

Ｃ
O2
の
吸
収
量
を
増
や
す
こ
と

を
ね
ら
い
に
、
地
域
ぐ
る
み
の

緑
花
推
進
運
動
を
展
開
。
花
苗

の
植
栽
や
植
樹
の
作
業
と
あ
わ

せ
て
、
地
球
温
暖
化
の
学
習
会

も
実
施
。

　
今
後
は
、
緑
花
推
進
運
動
で

培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
携

を
活
か
し
て
、
脱
温
暖
化
を
テ

ー
マ
に
し
た
活
動
の
展
開
を
期

待
す
る
。

■
ふ
く
や
ま
脱
温
暖
化
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
準
備
会

　【
福
山
市
公
衆
衛
生
推
進
協

議
会
】
三
吉
義
明
・
河
村
安
之
・

高
橋
実

　
市
民
こ
ぞ
っ
て
地
球
環
境
を

考
え
、
実
践
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
ふ
く
や
ま
脱

温
暖
化
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
設
立
を
め
ざ
し
た
準
備
会
を

開
催
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
員
は
、

市
内
の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
や
公
衆
衛
生
推
進
委
員
、

趣
旨
に
賛
同
す
る
団
体･

個
人

を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
は
、

活
動
内
容
や
そ
の
実
施
主
体
、

運
営
費
を
ど
う
確
保
し
て
い
く

か
な
ど
を
協
議
し
、
今
年
十
一

月
の
設
立
を
め
ざ
す
。

■
エ
コ
料
理
in
え
の
お
く

　【
尾
道
・
地
球
エ
コ
の
会
】

花
谷
辰
江
・
藤
原
冨
佐
子

　
高
齢
者
料
理
教
室
、
親
子
で

参
加
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
で
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
を
実
施
。

 

二
重
鍋
や
な
べ
帽
子
を
使
っ

た
保
温
に
よ
り
調
理
す
る
ス
ー

プ
や
水
量
を
控
え
て
作
る
ゆ
で

卵
、
出
汁
を
と
っ
た
後
の
昆
布

や
鰹
節
で
作
る
佃
煮
な
ど
、
参

加
者
は
、
身
近
に
で
き
る
ア
イ

デ
ア
を
学
ん
だ
。

　
今
後
は
、
包
装
の
少
な
い
も

の
や
地
産
地
消
の
商
品
選
び
、

エ
コ
バ
ッ
グ
の
持
参
、
省
エ
ネ

調
理
な
ど
、
広
い
意
味
で
の
エ

コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
地
域
で
進
め

て
い
き
た
い
と
、
次
へ
の
意
気

込
み
も
語
ら
れ
た
。

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
ご
み
ダ
イ
エ
ッ

ト　【
尾
道
市
公
衆
衛
生
推
進
協

議
会
】
速
水
勝
暁
・
松
永
洋

　
ご
み
問
題
か
ら
脱
温
暖
化
を

意
識
し
て
も
ら
お
う
と
、
市
内

の
新
高
山
町
内
会
で
脱
温
暖
化

学
習
会
を
開
催
。
あ
わ
せ
て
、

三
十
三
人
の
モ
ニ
タ
ー
を
対
象

に
、
ご
み
の
排
出
状
況
調
査
と

そ
の
後
の
脱
温
暖
化
に
関
す
る

意
識
調
査
を
実
施
。
　

 

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
参
加

者
の
大
半
が
「
学
習
会
を
通
じ

て
地
球
温
暖
化
問
題
に
関
す
る

意
識
が
変
わ
っ
た
」「
今
後
エ

コ
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
く
」

と
答
え
、
ま
た
「
周
囲
の
人
と

環
境
問
題
に
つ
い
て
話
す
機
会

が
増
え
た
」
と
言
う
声
も
多
く

上
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
無

関
心
層
の
囲
い
込
み
も
含
め
、

学
習
会
を
継
続
し
て
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
だ
。


